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作業 作業の内容

①　前処理

③　すき込み

　細断した牧草をマニアスプ

レッダで草地に均一になるよう

に散布する。

　散布した牧草をプラウ（３０ｃｍ深耕）またはロータリー（１５ｃｍ深耕）で農地にす

き込む。

　すき込む牧草を１ロールごと

に放射能濃度の測定を行い、

農地還元の基準を満たす（４０

０ベクレル以下）の牧草を選

ぶ。

　ロールラップで保管されてい

る利用自粛牧草を草地にすき

込むため、ラップを剥がし、牧

草裁断機で細かく裁断する。

※飛散防止のため、パイプハ

ウス内で作業を行う。

②　牧草の散布

プラウ耕（３０ｃｍ深耕） ロータリー耕（１５ｃｍ深耕）



　牧草をすき込んだ農地を、

草地として復元するため、ディ

スクハローやロータリーで砕土・

整地する。

　その後、草地に堆肥・肥料を加え、牧草の種を撒き、鎮圧する。

マニアスプレッダでたい肥を散布 播種

④　草地の再生


